


























































































































































































































































6　 川喜田二郎『発想法―創造性開発のために』中公新書、1957 年、53 頁
7　 川喜田二郎『川喜田二郎著作集 第 5 巻 KJ 法』中央公論社、1996 年、76 頁

















































































































































































































































































ま Cb1 には括らなかった。β教会では、牧師館として借りている建物の 3 階でこ



































































18　チャールズ ･ リングマ、深谷有基訳『風をとらえ、沖へ出よ』あめんどう、2017 年、62 頁

























Ea2 境界をなくす  こと
で共界（教会）を生（活）
































































22　J･ モルトマン、沖野正弘 ･ 芳賀繁浩 ･ 蓮見和夫訳『人への奉仕と神の国』新教出版社、1995 年、
37 頁
23　同前、77 頁

















































連載で H 教会の福祉のことが書いてあり、H 教会にしていることは私の教会にも
してくれると確信となっている。





























































































同じ KJ 法を使って今日の教会の現状を探索的に解明しようとした『共同研究 日
本ではなぜ福音宣教が実を結ばなかったか』28（以下『共同研究』と略す）の研究成





















































30　研究会 F グループ、前掲書、16-20 頁
31　第 6 回日本伝道会議「痛みを担いあう教会」プロジェクト編『痛みを担い合う教会』いのちの
ことば社、2017 年、17 頁
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教会の自主財源や諸教会からの献金によって行われるのであって、法制度を活用し
た教会のミニストリーの場合は、こうした「骨太の福音」とは異なる神学と宣教方
策が模索されるべきではないかと考える。税金や公的保険料を使った財源が、教会
の本質である伝道事業に使われるようなことがあっては、「靖国神社に公金を使っ
て祭儀や玉串料をするな」と叫んで批判することと矛盾する。但し、ここはさらに
議論と整理が必要である。
　また、何よりも信仰の個人主義を伝統として、「信仰の共同体性」を追いやり、「苦
しむ人々の支えにならなかったキリスト教は、欧米のキリスト教と同様に滅亡の危
機を迎えている」32 という言説を他人事でなく、自分事として悔い改める必要があ
る。本稿で採用した KJ 法の手法の本質は、「統合」であったが、実践神学が牧師
の業に矮小化され、真の神の国の宣教を担う実践神学に「統合」されていないこと
は大きな課題である。
　そして、教会と福祉のミニストリーに関して、ネガティブな部分やリスキーな事
例も最後にふれておく。①公的制度に頼らず、純粋に福祉ミニストリーをしていた
が、経営と運営の破綻をきたし、事業を閉じた教会、②信徒が福祉ミニストリーを
立ち上げようとしたが、牧師と反目し、危機が生じた教会、③牧師が福祉に熱心に
取り組むが肝心のたましいの牧会が疎かになり、かつカルト的手法 33 で福祉事業の
開拓に教会員を仕向け、ますます霊的な破綻をきたした教会、などがある 34。
結びとして
　福祉ミニストリーを行う教会の特徴をさらに現代的文脈で統合的に表現するので
あれば、①地域社会に対してオープンであり、一般社会との接点や共通点を大切に
32　鈴木文治『インクルーシブ神学への道―開かれた教会のために』新教出版社、2016 年、75 頁
33　牧師が熱心でカリスマ性もあると、福祉を担う教会のミニストリーで現れやすい。「牧師＝熱
心で間違いはない」「福祉＝良きわざ」を短絡的に直結させるのは危険である。福祉ミニスト
リーには、正しい「あわれみの心」が大切だが、パスカル ･ ズィヴィーは、カルト化の兆候は「『あ
われみの心』を窒息させる危険なシステム」だと警告している（ズィヴィー、前掲書、66-76 頁）。
34　これらは、当事者自身からの証言もあれば、教会員や第三者から間接的に得た情報もあるので
厳密さは欠く。しかし、事実は半分であったとしても、こうした傾向が生じるリスクがあるこ
とは承知しておかなくてはならないだろう。
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する。神学的に表現すれば、共通（一般）恩恵の再確認、②だれをも排除せずに、
もてなしのこころを持ち、ニーズのある人々に敏感、③人間をトータルに理解し、
全人的に仕えようとする姿勢、の 3 点に要約できよう。
　結論的な仮説としては、以下の三つを掲げる。
 
①教会が福祉のミニストリーを実践することは、「宣教の実を結ばなかった日本の
教会」の今後の好循環への一つの処方箋となり、突破口になるのではないか。
 ②牧会学、礼拝学、典礼学、教会教育という従来の実践神学から、今後ニーズが高
まる福祉領域に実践神学の内容を拡張し、全国の信徒コースと称している神学校
カリキュラムにもそれを普及させることは、これからの時代の教会の宣教的福祉
ミニストリー実践の契機になるのではないか。
 ③全国に点在化し、孤軍奮闘している教会の福祉ミニストリーのネットワークを作
り、知見と経験とノウハウを蓄積すれば、教会が福祉ミニストリーを行っていく
時のゴールやリスク、留意点、牧師のポジショニング 35 などが探究され、実りあ
る宣教につながっていくのではないか。
　最後に、本稿の研究テーマは黎明期であり、手法としても今後累積的 KJ 法やグ
ループを用いた衆目評価法など発展させていく余地がある。個人の研究ではおおい
に限界があるため、今回の結論的仮説を基に、神学や国際など隣接領域の研究者や
実践家との討議と対話、さらなる調査や研究、議論が積み上げられていく必要があ
ることを銘記しておきたい。
35　牧師の賜物と召しによって福祉を担う教会での牧師の職務や役割は異なる。また、機会に応じ
て先導役になったり、調整役になったり、模範を示したり、サポーター役になるような可変性
も必要。またその福祉事業の経営 ･ 運営に「聖書的理念からの逸脱」の兆候が見られるような
時には、霊的な指導も必要である。今後福祉を担う牧会者との共同研究も必要な課題である。
